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1 国

表 紙 写 真

海 岸 観測 用 2号 ブイ ・日本 フト

舞常 存 卜 気象 台で運 用 中 の もの で、

日本海洋 上 に設畳 され、 民 向、 風速、

気E、 気 温 志 【びた面 下 1、 l o 、

2 0 、 3 0 、  5 0 m 各 層 の水温 を自

g l的に観測 し、 そ の観韻J値は 電波 を

通 じて 舞鶴 汚洋気 象合 の基地局 に伝

送 され る。

た'、 伝 送 は し★いが、 マ グネ チ

ックテ ーブ記録 型 の流 向流泉 計Ⅲ付

"口さヤL `い る。

日本 コ

員会 海

第 4

日時 J

場所 「

吉=級 F
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1 国 内 会 議

日本 ユ ネ ス コ国 内 委 員 会 自 然 科 学 小 委

員 会 海 洋 分 科 会

第 42国 会議

ロモ 哺 i口46年 12カ 15日 (水 )

1400～ 1年 10

場〕 口上教育■飾車 l ⅢI修室

高事既=

l 100'F」 北芸 手について (報告 )

(1l 10C子 ■規HJ起キつたわの臨輸致町事

門家 グルーガ単 !J■ 諏  【 0月 〕R日 ～

2 2 日、ユキス」本訂 )

との合 誤に出情 したⅢ内ヂヽテ員Ⅲヽ :,、

会まに よTI同 ■ ら0■ '!を,「したこと、

111■■お||「長 =■ りの英■年 京ヽイ1た こ

と、 年うff告■ちった。

12' 100ど ュー,一 j4引電■なれ l ⅢFl会

議 ( ||125日 、 エネ アJ'再 ')

1 3 ) 1 0 (〕 ■T  F J r全( 1 1 Hを 6日 ～ 11

局 5 , 1、ととイスJ本れ )

的  1 0 0れ lⅢ■路時裕な (1 1月 6 ,、 ユ

ネス=本 Fヽ)

上 記 う会芽め と所 “(有 'は 市内tLに|

や沢予大Pじ0各 氏 ),・ら、 St“ nding

Comm tic■  の 設置ち =び ユキスJれ 洋

学宅と 10C卓 誇同 の分虹年のる札ド]通に、

イ,1ヨに 1る■ 1回 tt会 (19,3年 に十 )

=で もちここれ たことになったこと、 苛今

三は弓rに なり、千源吾■'(田サ会長ら 1人

に退ばれた こと、事 lu執 行型事なは

19,2年 俊 トモンヽ ンフルグで開|■さⅢる

ことになったとと、 100は ヨ追人間景七

会まに積極的に協力し、海i卜汚4靖 技計直

の中,亡的 役亭うを果たす ことになったこと、

年の報告打 ちった。

2 国 内わ洋学データセンターの問題 とよひ技

術に関する情報交換 について

本件に悼す るわが国の国内調整真は海上保

=庁 水路=Bゎ■資料 センクー所長 とする こと

を100に 通報することになった。

3 0DASの よ的拍立に関する条約草案起卓

のための専門家革怜会議について

ュネスコとI lv1 0 0の共催に より叫年 1月

3〕 はから2月 11日 iて ユネスコ本部モ開

催さⅢるこの会議にに、本十 に日する専門家

グルーデの アンネーてあったこ上保安
rTL rl

lff象課長 のほかに、に岸ど の車P町家の多t占■

必々tあ ること,f訂 =れ 、 こ の ことにつ 、、

事海ヽiえ卓愉tt、rl材省等とあまする ことに

なった。

4 100,キ ■の独市■よび'抑ケに均す る当

事埠についてのを回4絡 生ら十定 について

本十1に関するわウヽ■の連絡先|よ、事務||う千‖

学課 とする ことにとったぅ

5 早 ドユ同」査 (csk)に ついて

即■ ↓月 6日 か ら1中 日きて‐ニ ラて印催

r定 のCSK回 隣記者/ル ーブ革 SF会 議の

議題に (1村把報告、(2)第3コ ン/ボ ジウム、

的 CSKの 将来:画 に関■る予仰 1技討、

十いをつ化  と するの,s逮肖 てうろ うとい ,こ

とに■.iち

常 2回シ ンボジウムのブ0ン ーァ ィングス

に、をセクシ ョ/"cⅢ ―cha rmanを 中心

に銅阜吾 岸会 を常成 し、 コj行単碑 をためる こ

とにと,た 。

6 本 一リング■lTH際ンノ|ヤンウムについて

+いを追大学よと■首Bとプラスカ大■Ⅲ洋甲

先所の共増にiり 、 明年 1月 Ⅲl日 から2月

4日 亡で西付■で開|と予定のこのシン||ア ウ

ムについて、 拘内記査委員" らヽ組介■:うった。

7 れ トデータ取得 通 信に関するWMoれ 価

会議 について

Wll1 0主 催に■り、 'イ lo月 3日 ,iら ,

日とで東=で 印憎予定 のこの会議 について、

気象庁今十海岸算象 部長から畑介があ った。

8 100大 子洋岸左警報 祖軸国際調整クルー

ブ第 3同 会議について

明年 5月 8日 か ら 12日 とて東京で脚性予



定の との会議 の革情状況年について、気象Fi

観測it諏訪地震課長から報告が あった。

0 そ のJJ

ユネネ 「東南 アシア科学事務所長の 1束萄

アジア|し虫におけ るゎヤト十品的J● メモい う

|,、 清 洋戦 に関する,十セJ― ネつ再悼 Jt

性について「に、東京大■わ|十冊先五 !を海道

大学水産掌 部手と的ますることにをった。

1 2 ) 三 官 庁 海洋 業 務 連 絡 会

第 30回 三官庁海洋業務 連絡 会経過損要

]時  明 十日47年 5月 0日 (火)1100～ IF●|

場 PT 虎 の円★済会鮎公説=

壺=rFt々

1 昭 キD4F年 Eを ,れ 卜業務:間 にっぃて

■7‐F庁、海上保=庁 (海 卜 rf十liン アーせ

合Ⅲ )、 毎と 'i lbr庁 の原に、 そ れをれら

47イ F氏淳卜業チ 計画の説,が あった。

なお、各けの海洋調査計宣の観妥を、 わ羊

rr +ヽヤンターコ行の 「IoDC‐ _― ■Jに 増

載することか了承さ,ti.

2 車 P5チ F卜 つ干動について (16年 度献

■よび 17■ E計 画 )

行吾 象会 とt前 回会毒に■ぃ `礼キした」■外

にキに■||■えるヽ計十二行をttt、 ,た 。=

± 1,イ |につ■"計 向につい ては、各ヨ員会

と 早ヽ色に会合 を聞いてや市する予定イとん

旨の靴告,ち ったu

3 100関 係 につt■て

ⅢⅢ 100SS関 係について

増沢氏 (気 象庁 )よ り100SSの 近i,

について成略説明が あった低 ユネ スJ臼

内委員会たヤ十分科会の中に、 lCOSs国

内達約 会を設け、その力 ,回公ま をⅢF年

5月 “0日 頃開催 したいので、それなでに

各庁 とも議題年について校討 してといてrtth

しい旨のヨ請があった。

確 国 際海洋資料支線図係について

i介 氏 (海岸資料センター)よ り国際海

洋資料交換について 同ヽ じく、 エ ネスヨ国

内委員_―あ洋分科会に連絡会 を設け、その

事務,サを海洋資料センターか担当すること

にをっている旨の報告があった。

4 日 本毎タンカー事故炉前汚染調査について

去年 11月 に発生 したH本誘 タンカー事故

による原油汚来調査結果について尺四氏 (東

海によ'F)よ り報告があった。

5 1f調 費 (海革関係 )に ついて

174を匠芳tび 1、年ヒ十市費について、

長野氏 〈科学技術庁 )に より次のへについて

41明=よ ひコ望があった。

“1 17年 度について

継航う認敏 豊後水三 |し方電々常、高

L理 的 については、実行予算●者■よ確

をれ
一したいら【 その点悼係各庁と相談

したい。

iた 47イ「望新規謀も,、 「れ洋ヽⅢ収

保のシステム化に電十るrl i (■ 極〕」を

考ぇているので、閣保缶,t i力 を埼卓す

る。

け 4841庄 について

二■■としてに1、 「北方 帥実行Jの よに

東ン'と を考宮 したらどうヵ、

きた1」杵 として、こ革調査の性と 〔置す

る■先資を上hとフたいの■ヽ 三■庁 亡対 ■

ま |[rfぃて も頂そをt7~じ モま し,、

6 違 格会ま担当0庁 の=音 につい て

次回 より,上 保■庁水路i「下担当すること

が了承さすせた

(31 黒 潮 共 同調 査 推進 連 絡 会 議

そねぞfl干起いとなり神にヽltた。

第 9回会議

日時 唱 1同47■ 2月 15日 (大)10no～ 12nl

場所 国 立教育会告第 6会議壇

認喜  1 0SX国 際調整 グループ第 8回 公ま

ヤ ツ



i海

国

の

と

て

蚊

ミ

(昭 和 17年 3月 6日 ～ 10日 、 マ

ニラ )に 対処す る方針 について

2 そ の他

第 10回 会議

H時  瑶 キ「17年 1'20日 (力 0330～ 1030

場所 党 のP弓共岳会僚

ま題 l CSK■ 隊調整グループ算さ回公譲

山■報告 (科■ rteは 国際会まり欄

に措散 )

2 そ の也

( 4 )日 米 天然海 洋 環境 観 漂J・予報 専門

部会 議

第 1 1国会議

日町 昭 和 lF■ 1月 20日 (末)1111～ lFII

場所 気 象'キ !1気象市会芋ミ

ま手呪'

1 ■ 1111!:Fコ‖■議 (46工 '局 !さ 月)

り降●十11 t i■て、 :F会長か らよ●と十,

キRヽ| ィ`いっit,

1い さ 11,日 車を回MRBCC(lⅢ ⅢI資源

エギ=員 会 )合 両部会,Ⅲ シントンて叫か

れ、イト合二員長t 出`席しinム 回は 17■

10月 東京モ日世つ 1定t

仰 有 6口 UJ卜 Rホ 会まは ,月 を巨、 3日

ワシントンで門Ⅲ、Ⅲた。再 7」 |118台 i京

,そ 脚堪い予定.

帽 1い 力 12吊 よちIF会のモ勲Ⅲli峠R■言,

ll■チ萄行けに世hし '。

中1 10月 25日 U3｀ R部 会i会 表が銅世

さイした。

2 火 II FⅢIF公長のす者について

Dr Mari ncau Ⅲ ■芸する予
tLfち る

旨つ子紙■`あっilヽ たの後壬んの主格 ヽそ

t●.

3 来 年巨の日米合同会議について

市会長

本年 7月 に アメ リカて開催てきると,k責

予算獲4に 努 力 したちヽ を省けに士いても予

算●見 と士しについて、電話連絡されたい。

4 東 海区水置"究 所 敦策放射|ヒ部長の帰朝報

このキは告につい ては、更に レポートの形て

提 出 してもらうことになった。 (ラ ホヤとエ

ン トレーで開いた Small mectingに つい

て )

5  を の12

国漆謀 長

はヽ 国 際会毒時に古ける現ナじての優征供与に

っい て言i萌ちヽあった。

0 第 7回 UJ Nlヽ 本す議 は、 48年 3月東

京て開性予定であるの■ 予算民求は 3月

末 【でにを省庁か らは して ヽらいたい。

また、国際会ま 出晴のためにuJNRを

もっとおいすると よい と思う。

占|卜悼発■付

1l Ml↓ ECCチ 鼻長は、石1晃 夫筈誤Fに

4克 にと,た '!、事務引継ti経 っていない.

e)",夕 干|キ技術調査田が 1月 に来 日す る

予rtでぁるわ、 こ"中 にれl111崎,:含=ォ■

ているの【 た洋の■出はfl学生命rrとす

る。

=月 ,日 ～ 11日 が実!酌」を討議子ので、

ネクジ ェールをつ くり、 カチタ■〔送付する.

末ネルの,■、 ネットワーク と化■ につ

いては、気象庁か 中心に■ってやって もら

ぃたい。

3月 10日 年前、科■衣“庁に すいて全

体会議を防 〈予定。

部会 長

今秋引にの第 2回 FJ■洋展 とうわせてCM

II本会議を最4は |ら ち:、 10月 2日～ 7日

には汚洋デー′頼 号に関する技 術会議を開

くので、語よ者を広 (公 晏 してい る。

ャヽ  ‐

-3-



第 i2口 会議

日時 昭 和 4F年 3月 22日 (水)1520～ 1630

場所 気 象庁海洋気象部会議本

毒車願ヨ

1 日 米 合'会 議について

さ どに送 付した 「第 2同 日米合同会豪につ

いて」 |てよう'B会長,う 説ユ|があり、計議の

中でそ の内容を請いた。

“1 参 iお (外 国k貴 を含いて )

o気 象庁  1名 (IB会 長)分 rr見とす しⅢ

っぃ た。

。こ に年そ● 予 算が 1鳥 分成立 している

うてP距 ない とB,.

o円 i地 早氏 後 原と なのて工 赳とS,.

oⅢ 元庁↓に、 ■日欠席 している″ヽ  公 ま t

はLて もいうよう働 tか ける。

。を考技術「暁 可では、在米宮■者が いち

と]う の■ ■手う多加,:考えらヤL★"

■、

。現地大在情■|■アタッシ=の ヽ打■■ ■

イttt rt、 工に, とヽにネJモちる。

り に 米時知

11月 下句|(21日 のFt日|、ちる″,■

とくとい|ヽ そⅢl,14と ヽヽMOわ 洋気よ

チ員会 な どのたわ均拷"問 11“|、いJ 12

ヵ 初rと ぃ ぅことも=テ ■Ⅲ=,■、気'■

には よく■い。

13 +  会議 の場■ とlt Hド!

ヮシン トン 3■ i→ l Fに= '■ しo

l J  切 坪I E可イ: !昭l tとった'

7シ ントン ヽ O A A、 N O D O、 ■■

よ障苫く れ卜れ濡tン ター

高   部  ミンフ メピー ( ァイt ン タ

ー )、 マ イアミ(太 ばこれ

洋耽 所 〕

束   IF ,フ ブ ホ ール

西 海  ■  ラ オヤ、 ■ンテレー、シヤ

ト ブレ

■と、 全同会ユの具体イにについて|ヽ新:L

会見のもとで進める。

(引 討 議議電

有 1回 の合同会議 でに 情報交換が行な

わ▲ 第 2回 日 St、テーマをJ・めて言」ます

るとい,こ とであったので、 2つ ぐらいの

特別チーマに よる ものと、
一忙的意見交換

をやった らどう■ヽ。

テーrrと しては、 trのものが苛ま された。

イ エ は ,報関係

波浪予報について、一応鋲値モデルは

発表てヽと.ま た、実捉敬trrについては、

アメリ"ち 4)lhtt i tについて討謀i′土

うどう, .ヽ

, ■ 洋環境モiタ リング         ヤ ヤ

わ染はよ■汚肖阜P5音B合ⅢIあり、アメ

リカ■ iE P A r景 号“呆許 i)■ やって

いて、 NO A Aて はゃってい ないっ しか

し、汚空の媒 ■としての悔 卜容章の リァ

ル タィム的 モニタリングヽ そ のlF置を

どに 16 0 S Sに 関連 して寸議すべ と そ

ぅる.

夕` ユ ■' '電

このことについて|ヽ 今つ柱時で討募

するには有“不足と思わねる。 しかし、

文付抑Ⅲ上について、アメリカてはどの t

'て均処しているか関くという形もとf!

る.

希≧tiてF告|、
力
i蹴:号;1腎君|   ャ 、ョブ

酵 もあった。

二 そ の他一世的 なlFj報々 換

F員 の■どについて

。 jff岸気宝首し長の夜古に■ うに任IF会長 モ

して支]flと 氏 (生に,洋 気象古Si● すi)

,、 声 し合いの本|千共決定さⅢ∴.

o キ Lll=庁 て`え、卜司海■謀長,【参事宮

にと り、 後 をにW定 活氏が内定 してい を,

て、チ■EIヽ ら■氏 を壬貞 として tⅢ‖する(=

o 巳 L地巴此でⅢl、原四氏の後々 としti

要裕氏」内定 したので委員の交真iす るゎ

o こ の■1人 事 Ⅲ lhに■ ,=真 の変更に,,

- 4 -



に

す

の

換

いては、連絡 のあ り決算、後任者 をtf委員

として事務局て事務的に処理 することとす

る。

3 を の 他

千!学技征庁

M■ じCCの 関係では、今■ F)国際海洋

硝 竜民 を中 十どに 4つ くらいの部会“` 日米

合同会議 と考えてい る。

IF 会  長

気列すとしては、 WMO関 係の会まが付

くのて、時岬的にWlt O技 術全志の■市iを

介寧 したい。

FI学技術庁

。 il会 長4ま と4月 中旬均に予定て考えて

いる。

o 16年 にタ ト的分 のド削 ヽと を古いい し

たい。

。 磯 崎氏の中
‐
18学 |ぶ tiヤ tた,

。 外 務“ レベルての現 すじ大使営に とるEi

■ 与につt■て吉1月■|あった。

2  国 際 会 議

1 1 l  C S K画 際 調整 グル ーブ算 8回

会議 出席報 告

ヽ 11 E二 高キ克研iⅢ有L二落会志 (1 '

IF l月 20号 、 1■の円
‐t会 年 )に すいて、

い計'RもがFtさⅢtrr i子 ● 1行を増載す

CS【 国際卸笙クルーブ第 8国会議出席報告

l ■ | , T をi F  3 ヽ6 ■～ 1 0 日

均イ フ ィコピン国マエラ千 Dr Carc“

;,志 世ヽ市堂

日本側|IF i  i「  ■  ■  夫

官 原    室

〒 町 位 有

Ⅲ"I H午 高iⅢⅢ ⅢⅢ■51会ネ、
一トサことし、

ア ィリピン国旗に向い フ ィリピン国歌吹実の依

フ ィリピンユネスコ国内委員会会長、和蓮CS

K国 際誠笙ユ  フ ィリピン科学技行開発 tン タ

ー所長 O MamarcI I OC事 務fr末寺 の芸

抑 あ` り、 フィリピンに軍章案隊収 場章束 を

もって会 を開 じ名

コーに一ブレークの接ムきに尺ったが、人回

査証向垣モツ卓代表の出常が遅れてい/Dために、

正式会議の開始を1日に切する こととし、すで

に対姉●笙った各国からの報告老を配Ⅲ!ヒ 巧

日以後′な 譲の進め方事 についてのと術 を行な

って'時数した。

,日 lkせ時に崎会、拒:1状のと られた同々の

でイン ドインア、マ レ~シ ア、シン"ポ ール、

クイ、中革 人史共il田より山,者 子く、 ア ィリ

ピン、 日へ 串1孔 ホ/ヨ ン、 アェ トナヘ 米

の代7‐者 (ツ LF代表lkこの日午使 3 Pr3 o分 中

すり方参 加)の L情 rl外に国際機関の代表者 とし

て I OC事 務A長 O IVIⅢniay。マ氏、 東南 ァシ

アよま卸発センター事務次長 お 野氏、 lA0

ァツア醸 地域事務局すよJイ ン ド47洋 ね草

季■会 DDTヵ ptado r氏 の出中があり、 そ

たこ.一 方レ ドエアの Picir● liH al氏 (0

に S TOM iン クーリ'物rt Ⅲ洋キ者 )が

'7'一 ネ_と にて参Ⅲ氏 市大子卜 に十けるう洋

争村t声ど について紹 介した。

会まli「千■実についての寸まド択 を行 Ftい、

ラ'F'レ|―ルにォンヨンのL tts吊 上を是ポ

ことをよ定し、系択■lE実に■ってLめ られ る

ことになった。

ホ 〈て 7H、 8Eつ 洵 日の終 日の年志のA

,H″ イ 前をもって一●の結末に通 ヒ 11日

に勧争中!柴の検討知 ミを行モレ、年前 11叶 会

議を終了することに■った。

決定さ労た勧告のうち、今後日本のとるべた

十三おこについて二要をものを Fに 話す。

1 0sK′ 】子来i題

本件について| ねヽてL発 前に打 ち合せた線

にに,、 +し西大 |`卜のデ伺 F成 に 10Cの 長

理敗 前由の線にいって関係国のtFnヵ船 杭

すること「k必夕であり、現すのOSKの 形任

た。

■、

た

ツ

て

―  ‐



からl判支して新たに出発し直す必をがあるこ

とを日村代表はのべた,キ ン 違代表は自国の

予算措～ 'Lで CSKの 名■白!っては継歳Ⅲ!

てさそくなるとしてCSKの 延長とⅢぐ希望

した。 これに対して日本は反対の立場であっ

て、●ヽKモ ti予算は はヽ中でh事 信にあり、

H■  十 よそ計巨 (Pr。■ram mc)t●年引慎

プログラムを考え二'と するヽ【■理がある

ことを指摘した。そして有声は'u峰の[い つ

=て 、1し■六子キと洋キ/f rnrを含●たL瞬 云

員会 (ほ市 tl市 ●rnat On力 t Count t

て l h o  C。) P c i a t i V● S t u ( l e s   f

( h c  K u r ●、h i o  a n d  t t j a c c n t  R ●、l m s

( I c  c S K ) と よメ リも■ じユ Ⅲ, ろ う)

のiす高の考えを立出 した。[!久1寄哉Ⅲlて|、

これ,tt w■ に年会を行 をい ★同+411砕 ォ

ュ失し、′Jえ十!現 在号官さヤていを,本 一 リン

″FⅢ ■ とか拡大市支那れ11回■=兵 し、民

映を手せ る目々●会Ⅲ日でそⅢぞ|した'ⅢⅢⅢ t

真地 して行 く、 その」」共同=下 によ うす|エレ

■―キⅢ,■ 、キ‐どの=氏 出i計 画 を立て

ることも考ナ 」うとする ものであたことを上

ヽたJ

これ にフィリtン 代表 水代=■ ■長櫛 J

に言意 を表 したが、次の会説"予 車 とし r,

す ことに■,た 。

2 X"tr_芋 と卓 S回 ンンボジウムつ弓に

揚,と 時

卍笙 今言|三シンすツ'ム につ す(■ '直 後

に!月く｀ 1ィといこと、 ■ ●抑キ引,生印1l Ⅲ 73

年 5月 =tに す!つ こと、世IFtイライiに十/J

ンをヽ 1候 術地 としてヽヽ 、t、卜 に'工 仁ギ

～ に引三けコ 、■についてい丼告 を求いる こ

と、や 2慣 布地 としてンンルドール とネ/J

クtそ 意 することにl・廷 した。

ネ// 'クの場合につい ``え指ヨ氏のここ“で

タイ攻「 t r t ,そうとの了fFにモ した,【、Ⅲ

一こよう償打地が'どiけn場合|ヽ馬す京

京とといざると'な い。これについては日本

が充分 考庫め―必々tち ち.

ン/ボ シウムについては、 コ ンビーナーに

I Ro■ ■uitto氏 を選 び、 日 本は過去●経

験にヽとす営必 々な峰作についてヨンピーす

―を助けることが決 った

3 ル 洋汚共司題

荘十十汚々「確 を来の会議のこ雲覗日に と,

上げて企画を革硫 亡tと の市か高 く、 こⅢに

ついてい伊七■出た。菅町 lGE LTSPAP

(モ期的ヽ学■氏 歩【び計画 t英 つためい専

「巧=ダ ループ)報 告、第 7同 1 0 CFt会 の決

ま手を 1舟子官 して計画は村つべを、の とと

べ、■ ,う ,す つ■ JⅢ じて旧lT口が現に〔4

何 しまた■■ しようとしている■卜汚 ttの―叫―

■的くも'||■ を生 いて"J回 会ま のキち|■t

することを長実 しネ択された。埼打報!iF,ま  ▼ ヤ

式11平野氏Ⅲ l,Fせ 年 5月 末 卜Jtて に年 Ⅲ、

報告はそ ljケ5■ 月|■内に干野氏の手 にすに亡

ち=う 工'計 ることそなった。

4 」 十の(うヽ R水 モゎ洋■手'つ 支訳を「A

Oと モhc、 coの支Fhでコヤ子し、 更保阿 tl!■

:tこ とi■ くコ■ した。更 tlt i掏 f■ |

■三〒;ヽ ,■Fi民●il工i■ i十 ち■■tND

Pt仁 ⅢをよⅢち =tti,!t

向  算 1 回 E C O R ( 国 際 れ 洋 工 学 季

員 会 ) 俗 会 報 告

呼 rF4 F年 1ヽ 1日、大手町lF赳土■亀 ●

■いて,記 十女告全t:詢Ⅲヽれた。

こⅢ局 十二,00H者 会は、 lF二 3+J15

日ま,ls,に わたり、 ロ ン ドン■にぶい て
  ャ ,、ノ

Httt才、 ⅢⅢどt、 食|1交FA管理 (含たよ )、

マ 十 iン タ告 ' ,― キ ン グ グオ ープ会 ま ! 1印

■打たJこ のtF E会にh E C 01R日本=員 ■Ⅲ

らⅢⅢ Ilt代表して、 E00RBネ 々員4■

ヽ 「■J度‐ 《 運 輸省港4■ 行ⅢえⅢ長

年日千J氏 、こ靖省晴舶束午■■「rK士モ 」

V【 (「ヽ 4と | しヽ“した。

を■、 ど とのよ■t交換管理に関する7-十

ンイアブレー7の チ=ブ マンには、同村使工氏

が決定した.

3
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)経

ナ

う

に

A P

卒

災

日

ヽ

身  ヽ

) 、

介紹3 V  ま とめ

十-1 具 常即位の原因について

以 Lの と,と をこ●調査か ら、 次の ようにな

さと」Fる ことがで さる。

V■ 1

今回の海面のミ常上昇は、 本〕ヤ1市岸に黒印|ネ

r rFtか共常に接近したため と考えられる。

v12

との具 制系暖水の核 半を合氏 23号 との関連

づけて考 ,る と、 人のょうとことがいえるで ぁ

ろ う。

“)と の」武は利 ‖南力洋上を西進 した代

九" 高`方で転向 し、本州の高キおい に統克

するtr路をとり、 こ の間、 利 ‖、四目の南

方洋上 は8月 28日 頃か ら,月 1日頃=て

5日 の長い間、影客を受けた。

特に、 8月 23日 ～ 30日 には、 東ti

は高真の強い氏が峡いた,  ヽこ の風は早抑|

ネの成 よをと偵Jに片とし、すた、R闘 を弱

める方向に卸らいたと考えられる。

(巾 刊 位の記録によれば、占武通う0直後に、

Otl■ 隊ドで高刊位が起っている。この情

村とか暖よの安キであり、まえ このtlFt

モ 9月 1～ 2日 の風向が!り'二北束である

ことは、 こ の高消位が合氏の“民によって

とった海況変動と考,る ことが妥当である

ことを示してい る。

印い こ の,俗 半島ヤ】キて起った高即位か沿キ

イいに西工したことは、ビtrセ時がおキに

いってとすしていること| らヽ荘からしい。

日本の大予卜冷■ていに、L進 する渡戴が

trリイ手ることは、過JtにilⅢ,Sあ り理論占

にもうるこEゎ か ,て いるttゎ たかもそ

のような友節かに,た ものと考えられる。

(v)た だ 虫 水位の上ダの玖 大とさ'Ittlr_

にわ【 ,な った特徴を示すことにに、賢常刊

位を(m)に■｀た高W位のいとだけではユ

け ことないことを示してい る。

ltっ て、()にtrtべた束孝 りの頭氏のと吹

に■■汚況の友動と、椰)に述べた■とする

高1勢立 との相来作用に よって伊豆半島'■

( 1 ) 異 常 潮t 調 査 委 員 会 報 告 書 に つ

い て

中 FS月 上旬、大十洋■ 瀬′●内れに 杢互

した長官J位 は言||ほに新たなところである。

さ力 10～ 31H、 本〕||お■おいに合rJ 2 3

すt〔こ遭 した'、 い'2日 虫より削|!,it昇 し、

景★■■■ヽ ■湾て21～Ⅲlr AヽⅢ 臣「内,,お

+て 10～5t価、コ高 ナ111年十モ21r‐ t硫俺れ

た.iitl古〔よ3月 ,日中1,F〈i常 糾1付IJすチ

表■を乳tti t そ ⅢⅢR■ 妃にヽ コた.

テ員会のヽ工ltよ●通りてち,た。

委員長 1上 ■1けJ Vtと | 安ヽ■ 水路=おヽ

ォ 点  Ef司 末末メ]れ 上保=庁 ネ路い●象

:【it

i■  1■= 京 =末 ■,苫 子究ⅢⅢ

千々長

■ lr よ う 1にと十1!iT々 =こ二〕査

t3よ■★F  `■ 索|ヤれに■Ⅲ 号晦 iト

謀 |こ

■ド i l■l iⅢ Ⅲヨよ「充Ⅲ市民

「1■!L長

!! l f  l l t  末■大キ'■ IJ女ミ

1■Ⅲ会■B月 ヽ日、 0■ !F」 、 l J局

IL夕,ⅢⅢにわた'テ■4■ 笥世した.= A

今fi末デi=十～!といi」半■|〕歯炉 Ⅲ,気 象

li、lI  J  t t  1 4 E ,、F J I保■「|●ヤ t十[, 2 3

ク■●ほ'Wi市!録|!ilにす(■庁、気長|■ ■

i試 取り ■ 1「1克十 k十 ●チEl品 阜に●|■ち

れi観 コjti iひ 十 卜■||!|つれ■設 (!機 )

||よ'3吉||↓J刊 ■代h、 気■すこと行Ⅲ■4★

気円手 tを 考に して11→ し上市呆を |モ官辞

■討i4員 会転七増J と し r、対卜」1,年 1

う と,表 し十.

十′'■告書の中のキ|1市●」け分を'枠 しtト

1古1,すF■ .



の具常削立が生 じたと考えるのが適 当そ う

ろ う。

い ∴ きた■、 この出の起時, 、` 9月 6日 前

後の大口i期に 一致 した こと■社害t各 地 に

tし た大 きな原四て あることもにかである。

(vけ “いに上｀たよ 'チ 現象は、過 去に報告が

うる,モ、その物智的な機代 頓 モどにつ

いてヽ いな,定 前 Sをいっどた、いい民

と占抗 との十日二作用について も、観抑(型

計 とヽおん どないのて、以上 いような‖テヽ

と、 さらに作ⅢⅢるためには基ゆ的 ■r

t本 格1与に楽進 すると'か ある。

■ 13

,■ の工常上菊は=汽 地挫l■下などでヽと

り得 るが、 今 回のとうを性Iの 早キ L昇 を■'|

する ことは雑 か しい し、=た■ それを疑Jtわを

るような地楢蓉 hの報告はとい。

▼ 14

=た 、 ■ 1武23号 のJ与改の 1つ として、 ■ ど

を高逗が 上げ られるが、 こ力がこれに大 どな影

響をユliしたと考えられる観根1はない ようであ

る。 し ,、L陸 上におけ る★どと拝よ畳十ヽ 占

面を し早 さi=る方向に勧 くことは考'ら れる。

V-2 今 後の切垣 くと些雨の■策

今同の■常高Pllに当 って、 社会JI反誓■ヽ大t

,・ たつ十く その原因がイ(印であり、従 って押

との ,早 ,く を らには し(■ るの| ■ヽ ,か 。 ち

=)いは、いつきて在 (か など予想Ⅲでとと力,

たことによる点が多■ったとは1,Ⅲる。また、

4も の押位の品えミがい々刻た、通Ⅲ違よるよ

りを体i〕| 必ヽすしヽ充'で な| っヽ■ことヽFt t

されて,Aで ある。

過去の出″翻 |の北録に よると 41～ 51r■

の偏■か数日1■ ■いた'1は最llIては憾i日,,

■ 5 月、 1 0 4 1 月、 1 1 ■ 8 月、 1 0 月、1 2

月、 12年 1月 ■どに観肌 されてい る。 も し、

これ ら■`前項に述べた と'に ■糾宗暖水の沿 |■

部へのサ近によるものとすれば、削位の上昇に

1直大で 50m前 後であると思われ る。 こいをすじ

震津法 合■高押による水位の上昇が払′―ト

ルになり'る ことと比較するとJ さヽいとい うこ

と■:てとよう。 しか しながら、 そのにる時期が

今回のように客私の大翻期 に一致するとか、 津

ltや命民に■る高科 とこ とった場合大 どなLH害

をt■ るⅢjt t 1 4 4ある。

このようと現象の予報↓ェ 海況予報がでされ

ば可能てある,'■ 現在のf+学技rf水準では、

このようと中規草のれ況予部は非常に困難であ

る。従 って、と当っては予■のを礎となる研究

を強化すると同時に高位および'洋 のな況 を常

時監"し て、その結果を道やかに通報する体i‖

を印袴すること,1と■とヽわ力そ),特 に春llつ

大潮前後にⅢl観測tt車 にして筈戒に当ると',1

ぁる。                   マ
ヤ

本調査=員 会の押査結果に1定化的な推論に と

ど=ざ るを得なかった■ヽ 千1学技仰すの特別耐

究促と調整費 =よ びス|じ省の■学'々 費に■,

各方面て‖夕■・rr々■,iることとな,た ので、

その成果によってとい現t4の本質ウヽ さらに明

らかにちれることが約付される.

0  漁 業情報サ ーヒスセ ンターの概要

社取苫末i=ナ情報す―ゼネヤンター11、ユ湿

れむlその他神業にど々れli燕●十一ビスを行

i tr、■業織 り安定をは, るヽこととH的 と

して設立ま ■た。 (農lf大■ri立ユ可 I Fll

l 月1 5 垣)

縦本発工させt境とすむ孟琶説塩畳隆 ―ヤ
によって4ら れた新しい方式をと'い ナて、

「業|●‐ら身★卜tHk十一ビイを迅速十ttt t,,

とする 、つてあるじ

事業の対象ルタと対象点種iム と面十去 ▲

I「六子キ側tナけるイアン、アウ、すンマ、

カツ,、 ビ ンナ ll、マグp、 ネル メア"、18・

|ヽ!★■すケ マ スト(場を対象に行チ うliか、

12すう～ 3カ い間にお+Ⅲ ■び皮/E▼'―
‐
に掲

する情報サ ーピネと行■ う。

作成す るヽ 報 1)種類!ま、ル↓せ速報 と■海れ

.t報て、前■ は主に7,ク ツミリ、無線電信
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】
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盲
チ

争で週 付回、夕者は印吊J物て十句ちにX業 者

年 に通報 する。

(寄市はや業 情報 サービスモンターヽ埼真進

氏 )

(31 0ceanograpLic Atles oI

the IIltolndti。 ぃうl lndian

Ocean Expediti。 こ の 出 版

IOCの 事業 として 1959年 から 1965

年 に亘 って実施 された国捺 ィン ドト調査

(IIOE)の 成果の真大成 の一つてある標

言|ア トラスが 出帳さヵ、 そ の内容ヽについて

100か らtF n介, あヽったのて、そ の人要を指

載する。

このす トラスはハヮィ大半 KldHs W)riki

氏のもとで編集さ,、 米国の aヽ ti ona[

Sc ence r()undal icn'ヽ ら出版されたヽ

ので、 544本 一シ立て、 水i深 峰 密曳

水温傾二 五明度のほか、f_■、破幕、 1汽

室ネ、建素に関する 449刃 のこよ地図ォと

び図表 を旬合 してい る。

このア トラスは比戦力未打のイン ド洋につ

い ての 大々な1肯報を示ち|!者lt提供 し、ィ、つィ

ン ドト rrf体 を図化する ために、 102o年

代後半,ら 1966年 までにイン ドキて47代

された すべて のデ_夕 を11いて編代された 、

つ【 洋上 の 12000測 点からイ,|,打 た

200oooょ の電子計算杓司末/チ ヵ― ド

が使用され土つてぁる。 これ ヽのデータは こ

のィン ド半去向調査にt力 した 2S"l■lか ら

打せ られたものである。

このァ トラスを可要の向さは、 Supc rin―

〔●n(lent  of DocurncntS  i 【J S (lov●ril―

m c n t  P r i n t i n 【 O f F t c t , W a s h  l l , 1 。n ,

D 0  20402に '(す れば よい。 (定m

S3ooo さ 料S■ 50)

( 4 )海 洋 調査船の竣ェ

「猟業調査伯 照 洋犯

水lFhの ■栄p査 構として昭和47年 3月

山西造は所で完成 した。この調査船は温有軟
の海洋にすいく ヵ ッオ、マグP等 の浮Frの

資I或 五すょび海'卜寄測 を行なつたr)の、の

で、子の主空業子に採末 損1二 抑r路 どrr

海卜行剛千らびに和点、気,U、ァランクトン
/1寛

生 算設■れ資源調査等である。
とと、主号,日 は全長65m、 幅 1lm、

4ト ン数 137'S3ト ン、こ力14ン ット、
各載人阜48名 等である。

4 観 浸」調 査

昭和 47年 度 海 洋調査計画

わ上保=庁 、気象庁、水茅庁 去よ0城 行庁に
■る海卜調査計画のi在 ヽのは、本志末尾,味
のと志りてある。
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5  業 務 実 内

1 1 1  受領刊 行物

打f14予■ 1カから呼前 17年 3月まてに受掠した主草コ行物は下言このとすりてある。

(国  内 )

i神奈」よ虻試す場

年
　
れ
ｃ
ｃ

1 才
範  ″

 |

| ■
重  ″  |

| 六 吸   ″

1 7 年 3 号

45年 度来荘概要

品れ況通報 41号 ～ 43'

″    38号 ～ 51+

43年 度■鞠 告書

海lLと漁況 575号 ～ 533子

出れ況・t報  う 0号

i lH治定率調仁車告 5号

町先  ″     9号

笥易天測長年 3巻

叫ヽ 48年 潮汐表常 1巻

よ路孫観測報告翻汐掃第 7号

海 ltEf 47年 1■～ 5号

れ洋概報 45年 4号

気象要覧  ヽ 0`～ 8● 6号

料"観 択J 第 4兵 1●巻

技侑報告 +71Fi7内 ■

測「時報 3'巻 1, 2号

図書 P報  17と

西 日本有規報 ,ST号 ～ ヽF中 号

れ洋速報 23sギ ～ 241号

■ 1速報  0巻 1号

イ   49■ ～ 5,,

″   3P号 ～ 50,

i直 観測衰 ユ ,12月 分

″   1 2 月 分

印■申告  1号 ～ 3号

43年 度■培報告

41年 く  ″

44年 度討船1身報告

にr‐観諏懐 (沖ヽ 地先う12月 今

″   2月 分

資況■混速報 127■ ～ 434+

R本 近澄“十況図 411～ 3H

全国卓況句報打 由■7～ 915

1上報 (全 国気線表 )154と  , 2年

1月報 (た 田気象表)46年 3～ lh

京 都

高 知

徳 島

■F鴻

言 山

石 |

阜 根

l  l R  取

長命海洋4i致■

年準tキ 気象台

函難打|1気争台

‖右とF気 4台

京れ
示正研化所

商れ
寡″「F先所

萄れれエ
水予町化す

日本
「宮‖ ti所

古環掬と試取場

去rf  ″

デF貸島分場)

″ (/く丈分場 )

■ 崎

セ 崎

日
ttrい

玉技FF
セン '一

,oOH日 本=員 ム

けぞ 報 ン々,一

鳳ホ 水 略協 会

日向離品朽配縄報 10予

減配近韓  70S】 ～ 71'|」

工島灘立びに付辺調A 49与

支J!山市ホ場開発耐A 30,

叫湾の「況 9495■

】'陶 担H  2月 分

″    1｀ 分

″    1, 3丹 分

″   12月 分

15年 草鞘 十九調査怖干!報=

結合町4斉Ⅲ  2b号

其常気象報告 31号  12■ |

海海汎 1部  201■ ～ 21ら '

持場F況 織報 5'■ ～ 60■

揃 況可印 2 0 1 ' ‐2 0 6 号

抑身1蹴 鯨  44+～ 45号

鳥場れ乱概報 11号 ～ 46ギ

日本|「ぬ雅航 理 1科 32号

R本 「沖場側 既報 219号 ～ 251■

的 述市 17年 1号～ 1。 号

1, 本

せtH

に児ri

■ 田

|11  ■

水  た

引際 iCOH関 係姫料 万 123

公キ 水 資源稲 ■ 1巻

情報処理編   年 1巻

71dl R量攻市ナiネ ト 翻 ■,潮 流 Ⅲ
人文漸法 .衛生測地ま Ⅲ測☆雰最 す古
響測景 ,と準点測量 ,電渡‖吐

i本ⅢI百京キ71Lお 追神神3
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口  既 刊 刊 行 物

い 逐 次 刊 行 物

刊 行  号  数
誌    名     1 1 ¬ 月 日

( 靖 i は4 7 年 3 月 現 在 )

OSK卜 ●、sle tier  拓 1」10年 F Pj  布 1～ ■ 36

早刊ナ伺 詢査参 考資卜|  ||■ 40年 F月  第 1阜 ～れ 1兵 (廃 刊 )

C  S K  A l l ■s     確 1 6 1 2 ■ 3 月  v o l  〕 ～5

D a t H  R 々" r t  o r  C S K   I 増i 口1 1 4 1 5 5   打 1 ～1 1 7 、 1 1 9 , 1 を 1 ～1 2 ヽⅢ1 3 0 ～

1 4 6 Ⅲ 1 4 S , 1 5 0 , 1 5 4 ～ 1 6 J Ⅲ l , 1 1    ャ

【F 7 ～ 1 7 9 , 1 0 2 ! 1 9 7 . 2 0 1 , 2 0 ● !

2 0 S ～ 2 5 0 , 2 5 4 ～ 2 5 8 ,  2 6 0 ～2 7 2 ,

' 7 4 ! 2 7 5 Ⅲ 2 7 8 ～ 2 8 3 . 2 S u , 2 9 0

i  O D O ニ ューネ    ロ B` 4 1 1 i 3 月   1 1 ～ 3

Ca tal。【u● of       lrア L4 6イF3局     】̀ l

O●c m o F r J「h c  D a t a

( N。■ - 3 a P a  n e s e  D a iコ
)

り そ の 他 の 刊 行 物

た洋観測 (Ⅲ 暗)の資■|コード指針     い 千111年 2月

暉キB45年 3月

昭和 46413月

昭千口45年 3"

ヽ _

嗣lA F洋資t4交換侵章 (改訂れ )

海洋氏卜ttンター案内

Bxls ttri= Ocetlno rra phl●

Statioェ  Dコ 13 irl the SOこ th

Ctl i n“ Sea
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単わ洋資||センターでt★ 汚洋に関するすべ ての首ド|

や卜1打 を保有 して、 ■分野つ妥よに「L ら イ1る ょぅチヵ

して おりをす。

つ と,じ ては、 モンター光語の と, 層 の充実 とは■

るため、海岸 喝係俺 H、 回は■ よび‖ど人4〕出収単による

Aヽ 、 ド章ヒいみならヽ II究報告 (,加 台む )、 論文●

】掃1等を、 イとそ)| とヽ'上 可 にごと～いただ (よ りす鳳

いいたし=■ 。
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